
小野篁 研究発表会概要 

「小野篁の実像と伝説」 

小野氏について 

 小野氏は、古代豪族和邇氏の分流であり、滋賀県の小野町辺りから途中峠を経由して、大

原、上高野までを本拠地とした。遣隋使小野妹子が重用されたことから中堅貴族の地位を確

保し、奈良時代、平安時代前期には、多数の外交関係の官吏(漢詩、漢文に堪能)を輩出した。

藤原氏や皇族系氏族が勢力を伸ばす中、公卿にはなかなかなれなかったが、篁の父、小野峯

守が嵯峨天皇の側近として参議に登用された(嵯峨朝で女官として重用された小野石子の関

与もあったのではないか(豊田の推測))。また峯守は漢詩人としても著名であった。 

 

 

小野篁(802～852 年)について 

822 年文章生試に及第 824 年 巡察彈正  825 年 彈正少忠 828 年 大内記  830 年 式部少丞 832 年 從

五位下  大宰少貳 (遥任)  833 年東宮学士(皇太子・恒貞親王) 彈正少弼  833 年『令義解』（りょうのぎ

げ）完成 篁は編纂者の一人 序を書く 834 年遣唐副使に任命 836～837 年 二度に渡り、遣唐使出発す

るも、台風や船の故障により渡航失敗  838 年 遣唐大使藤原常嗣の乗る予定の第一船は水漏れをおこし

た、勅命があり、副使篁の乗る予定の第二船と交換することとなった。篁はこれに強く抗議し、病を理由

に下船。 839 年(37) 官職、位階を取り上げられ、隠岐へ遠流  840 年 特赦 都に召喚  841 年 正五

位下に復帰 刑部大輔  842 年 陸奧太守(遥任)  東宮学士(道康親王) 兼式部少輔 845 年 従四位下 蔵

人頭  846年 権左中弁 善愷(ぜんがい)訴訟事件に関わる 846年左中弁  848年 參議 兼彈正大弼 左

大弁兼信濃守 兼勘解由長官  849 年 從四位上  850 年 正四位下  852 年 病床で叙從三位 病没 



  

 篁は、父峯守が参議に昇進していたことや、文章生試に及第し漢詩文に優れていたことか

ら順調に昇進するが、渡航船を巡って遣唐大使、朝廷に強く抗議し渡海せず、結果隠岐へ遠

流。(小野一族の岩根が、かつて遣唐使として難破し死亡した事、その当時仮病で大使を降

りたと噂された佐伯今毛人に対する処置(一時職を解かれ謹慎)が篁の脳裏にあったのでは

ないか(豊田推測))。その後、許されてから再び昇進を重ね、参議にまでなる。 

 篁の経歴・事跡で注目すべきところの一つは、司法関連の職(彈正台)や事業(令義解編纂)、

事件(善愷訴訟事件)に関わっており、また当時、朝廷でもその道の権威として認識されてい

たことです(薨伝でも、善愷訴訟事件についての記述が一番多い(遣唐使ボイコットよりも))。 

 → 後に地獄の冥官伝説が生まれる下地ではないか(豊田推測) 

小野篁纏め 

① 父、峯守との関係から、嵯峨天皇が目に掛けていた(周りの人たちはそう感じていた)   

② 文書(漢文)作成能力、漢詩、書、に秀でていた 

③ 司法関係(警察・検察・裁判)についても強かった 

④ 筋を通す性格であった 

⑤ 弁がたった 

⑥ 非常に背が高く偉丈夫であった 

⑦ 遠島からの復活を成しえた 

⑧ 親孝行であった 

 

小野篁の伝説について 

 852 年に篁が亡くなってから約 250 年後、篁の伝説が文献に表れる(初見は江談抄)。 

この 250 年の空白期間を如何にして篁の話が伝わったのか? 私は、漢詩文の達人としての

篁の逸話が漢学者(当時は一流の文化人)の間で語り伝えられた(本当の話を基に増幅・創作

されて)と推測しています。また多くの伝説の出発点となった江談抄(院政期の大漢学者、大

江匡房の話を纏めた書物)が、篁伝説が広まっていくきっかけになったと思っています。 

 これ以降、篁伝説は時代時代でさまざまに拡充、変化していきます。現代まで伝わってい

る大きな要因は、1100 年代後半以降、矢田地蔵縁起などで寺社を通じて民衆に広まり、や

がて六道詣りなどの宗教行事、風俗になったことが大きいと推測します。 

 小野篁の六国史で書かれた史実はともかく、各時代で描かれた篁伝説が現代まで伝わっ

たことも史実です。それらを通じて各時代の情景を感じることも楽しいと私は思っていま

す。 

 

 



 


